
第２学年 エネルギー「電磁誘導と発電（交流を含む）」 

無接点充電器で電流が発生する仕組みを探ろう 
 

 ＜題材のまとまりの目標＞ 

 ・電流がつくる磁界，電磁誘導，交流に関する現象や科学技術に関心をもち、探究しようとする。 

 ・電磁誘導や交流について調べる実験の結果を考察して規則性を導いたり，電流がつくる磁界や電

磁誘導，交流が利用されている科学技術について，その仕組みを説明したりすることができる。 

・電磁誘導や交流について調べる実験を安全に効率よく行い，結果を記録することができる。    

・電磁誘導における規則性や交流の性質を理解し，知識を身につけている。 

 

指導計画（４時間） 

過
程 

時間 
(計) 

生徒の学習活動 教師の指導・支援等 

課
題
の
設
定 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

 

 

 

 

 

 

(0.5) 

〇無接点充電器と導線でつながれていない歯ブ

ラシや豆電球に電流が流れる現象に出会う 

 

 

 

 

〇モデルで実験を行う 

・無接点充電器では豆電球に電

流が流れ続けるが、モデルでは

電流が一瞬しか流れない（※） 

〇見いだした疑問や問題から課題を設定する 

 

 

〇課題を解決するために必要な知識・技能と，今

後の学習の流れを把握する 

・各班に無接点充電器と

歯ブラシ，豆電球を用

意し，豆電球を点灯さ

せる体験をさせる。 

・充電器の中にコイルが

あることを伝え，無接

点充電をコイルと乾

電池で再現したモデ

ルで，検流計に電流が

流れることを確かめ

るように指示する。 

 

 

 

知
識
・
技
能
の
習
得 

1.5 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

(３) 

〇課題を解決するために電磁誘導

について学習する 

 ・電磁誘導とその規則性 

 ・発電機のしくみ 

〇課題を解決するためにコンセントを流れる電

流（交流）について学習する 

・右の写真の回路に接続

する乾電池の向きを入

れ替えると，２つのＬＥ

Ｄが交互に点灯する 

・電磁誘導の学習では，

上のモデルで用いた

コイルを用いる。交流

の学習では，ＬＥＤと

乾電池を用い，「流れ

る向きが入れかわる

電流」を再現する。こ

れらの実験器具は，課

題解決の場面でも使

用する。 

課
題
の

解
決 

１ 

(4) 

〇電流がつくる磁界（既習），電磁誘導，交流の知

識・技能を活用して課題を解決する 

 

無接点充電器で電流が発生し続ける仕組を説明しよう 

 



第４時の学習  

 ＜目標＞ 

 ・無接点充電器により豆電球（歯ブラシ）に電流が発生し続ける現象について，既習の知識・

理解を活用して、自ら考えを導いたり仲間と考えを深め合ったりすることで，その仕組み

を説明することができる。 

 

分(計) 生徒の学習活動 教師の指導・支援等 

５ 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

(５) 

○課題を確認する 

 

 

（Ａ）          

 

 

 

（Ｂ） 

 

 

 

・各班に左写真の実験器具を用 

     意し，第１時の（※） 

     を確認する。 

・左図のように，実際の現象

(Ａ)と、第１時でモデルで再

現した現象(Ｂ)の違いをとら

えられるように、模式図を提

示をし，電流が発生し続ける
・ ・ ・

ことに着目するようにする。 

５ 

８ 

 

10 
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7 

(40) 

○個人で考え，ワークシートにまとめる。 

○班で，互いの考えを共有し，検討・改善して班と

しての考えをホワイトボードにまとめる。 

○班で 1 名代表を決め，隣の班に移動して班の考

えを説明し，互いの考えを交流する。 

○班の交流でもらったアドバイスを踏まえ、自分

たちの班の考えや表現をさらに検討・改善する。 

・矢印で磁界の変化をわかりやすくしよう。 

・交流だから電流が流れる向きを変えて２つの図

で示してみよう。 

・下のコイルに流れる電流の向きが周期的に入れ

替わるので，磁界の向きが変化し，上のコイルで

電流が発生し続ける。 

 

 

 

 

 

○学級全体で考えを交流する。 

・電流の向きや磁界の向きなど

条件を変えて考えを図にま

とめられるように、模式図が

２つ示されたワークシート

（個人）やホワイトボード

（班）を用意する。 

・「電磁誘導が起こるから」とい

う表面的な考えに留まる生

徒が多いと予想される。必要

に応じて個別に「発生し

続ける
・ ・ ・

のはなぜか」と問いか

け，磁界の変化に着目できる

ようにする。 

 

10 

(50) 

〇再度，個人で説明をかく。 

○本時の学習活動を振り返る。 

 

 

無接点充電器で電流が発生し続ける仕組みを説明しよう 


